
 

進路学習会 
  ７月１０日に本校で行われた「進路学習会」の内容についてお伝えします。 

 

 

 

 

                                【資料１～６】は学習会資料より抜粋 

 

 

〇生活介護：障害のある人が自立した生活を送るための障害福祉サービスの一つ 

  ＜対象者＞常時介護や支援が必要な人  

50歳未満：障害支援区分が区分３以上 

50歳以上：   〃   区分２以上   （※65歳からは介護保険サービスの対象） 

  ・利用したい理由は人それぞれ。その人に合った利用日数や過ごし方を見つける。 

   例えば、利用日数、他の事業所と併用利用、ショートステイと併用利用 

        

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

進路だより 

ほっぷ・すてっぷ・じゃんぷ 第６７号 

    令和７年７月２９日発行  富山県立高志支援学校 

演題「生活介護事業所の現状と卒業後のサポートについて」 
    

社会福祉法人秀愛会生活介護あゆみの郷 サービス管理責任者 塚本智恵 氏 

週１回から月数の－８日まで 

＜社会に出る準備＞ 

〇卒業後、自立へ向けて地域の様々なサービスを利用するため

に、在学中から情報提供や体験の機会を積極的に活用して、

事業所と本人や保護者、教員が一緒に見通しをもって準備を

しましょう。 

〇「あせらずゆっくり、でも確実に」 

学校ほどお子さんが最優先にならない 

場面が増えます。また、特性や性格の理解に時間がかかるこ

ともありますが、あせらず職員と対話を重ねましょう。 
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＜あゆみの郷について＞ 

社会福祉法人 秀愛会では「トータルケアシステムの構築」のもと様々なサービスを展開している。 

  

２カ所あります 

※大沢野事業所        定員１４名 

※サテライト（せせらぎの郷内）定員 ６名 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・看護師２名常駐 

・現在、登録２６人中、医療的ケアの必要な利用者は７名 

・自宅で行う医療的ケアに対応 

 

小中高等部の保護者と教員を対象に、生活介護事業所の現状や卒業後のサービス利用に向けて在学中から準備

しておくべきことなどについて詳しく教えていただき、有意義な学習会となりました。 

 

 

 

 

 

 

 

※本校の第２回進路学習会は 令和８年１月（学習参観日）に行います。 

あゆみの郷の一日

【資料５】 

次回の進路だよりは… 

９月１９日（金）発行予定です 

＜内容＞ 

・第１回進路学習会（分教室） 

・第１回就業（生活）体験    など 

 

【資料６】 

＜送迎＞ 

・半径 10 キロ程度片道 20 分程度 

・他の利用者と乗り合い 

・ドライバー１名（付き添いスタッフなし） 

・呼吸器や吸痰が欠かせない人は家族送迎 

＜入浴＞ 

・機械寝台浴槽を使用 

・医療的ケア（胃ろう、呼吸器使用など）

が必要な人も可 

＜食事＞ 

・栄養士によるバランスの取

れた献立 

・季節や行事に沿ったメニュー 

＜活動＞ 

・季節や日本の風習に合わせて企画 

＜リハビリ＞ 

・療法士が訓練メニューを作成 

・実際に行うのは生活介護スタッフ 

・目標 ： 現状維持 

・ほとんどの人が何かしらの訓練に参加 


